
内 容

市民スポーツフェスティバル

　スポーツによる健康づくりと、市民の方々の親睦を深

めるため、10月23日、常総運動公園を会場に開催され

た市民スポーツフェスティバル。

　澄み渡る秋空の下、各種スポーツ大会をはじめ、だれ

もが気軽に参加できる楽しいイベントが開催され、参加

者たちはさわやかな汗をかきながら、スポーツの秋を楽

しんだ。

ページ 2 情報ひろば

 ４ 下水道促進週間コンクール入賞者・特選作品紹介
 10 アーカスプロジェクト2005
 13 生涯学習コーナー
 18 MORIYA ☆フォトニュース
 20 みんなのひろば
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膝ひ
ざ

・
腰
の
痛
み
を
や
わ
ら

げ
る
生
活
の
工
夫

　

加
齢
に
伴
う
膝
・
腰
な
ど
の

関
節
の
痛
み
は
、
工
夫
次
第
で

今
よ
り
楽
に
生
活
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

痛
み
を
予
防
し
た
り
、
軽
く

し
た
り
す
る
た
め
の
生
活
の
工

夫
に
つ
い
て
、
リ
ハ
ビ
リ
の
専

門
家
が
お
話
し
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
５
日
（
月
）
午

後
１
時
〜
３
時
▼
講
師　

酒さ
か
い井

智と
も
ふ
み文
氏
（
会
田
記
念
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
理
学
療
法
士
）

▼
申
込
方
法  

12
月
２
日（
金
）

ま
で
に
、
電
話
又
は
窓
口
で
直

接
申
し
込
む
※
当
日
申
込
み
可

▼
申
込
・
問
合
先　

保
健
セ
ン

タ
ー
内
「
市
自
力
更
生
会
事
務

局
」
☎
48
―
６
０
０
０

人
権
相
談
所

　

人
権
に
つ
い
て
お
悩
み
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
人
で

悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
２
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
※
予
約
不

要
▼
会
場　

市
役
所
１
階
小
会

議
室
▼
内
容　

人
権
を
侵
害
さ

れ
て
い
る
問
題
／
金
銭
賃
借
・
借

地
・
借
家
・
境
界
・
農
地
・
登
記

問
題
／
相
続
・
親
族
・
扶
養
・

結
婚
・
戸
籍
問
題
／
児
童
生
徒

の
い
じ
め
問
題
▼
相
談
員　

法

務
局
担
当
官
、
人
権
擁
護
委
員

▼
費
用　

無
料

▼
問
合
先　

市
役
所
く
ら
し
の

支
援
課
人
権
・
同
和
対
策
室　

内
線
１
３
７
・
１
３
８

Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ（
市
国
際
交
流
協
会
）

イ
ヤ
ー
エ
ン
ド
パ
ー
テ
ィ

　

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
方
た
ち
と

の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
イ
ヤ 

ー
エ
ン
ド
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

12
月
３
日
（
土
）
午

後
７
時
〜
10
時
▼
会
場　

国
際

交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
▼
参
加
費

日
本
人　

１
０
０
０
円
・
小
学

生
５
０
０
円
／
外
国
人　

５
０

０
円
※
い
ず
れ
も
小
学
生
未
満

は
無
料
▼
申
込
方
法　

11
月
25

日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
又
は

窓
口
で
直
接
申
し
込
む　

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
内
「
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
」
内
線
１
３
２・

１
３
３Ｍ

Ｉ
Ｆ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー

「 
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で 

援
助
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！
」

　

タ
イ
の
山
奥
の
学
校
に
あ
っ

た
一
枚
の
看
板
に
は
、
「
こ
の

村
は
貧
し
い
の
で
教
具
を
買
う

た
め
の
費
用
を
10
ド
ル
寄
付
し

て
ほ
し
い
」
と
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
看
板
を
見
た
あ
な

た
は
寄
付
し
ま
す
か
？　

そ
れ

と
も
し
ま
せ
ん
か
。

　

こ
う
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
と
お
し
て
、
援
助
と
は
何
な

の
か
、
本
当
の
国
際
協
力
と
は

何
を
す
る
こ
と
な
の
か
を
考
え

ま
す
。

▼
日
時　

11
月
27
日
（
日
）
午

後
１
時
〜　

受
付
／
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
／
午
後
３
時
30
分
〜

４
時
30
分　

懇
親
会
▼
会
場　

国
際
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
▼
定

員　

60
〜
70
名
程
度
▼
テ
ー
マ

さ
れ
る
側
か
ら
見
た
「
援
助
」

▼
講
師　

田た
な
か
 
は
る
ひ
こ

中
治
彦
氏
（
立
教

大
学
教
授
・
開
発
教
育
協
会
代

表
）
▼
会
費　

３
０
０
円
※
懇

親
会
出
席
者
の
み

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
内
「
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
」内
線
１
３
２
・

１
３
３ド

イ
ツ
語
教
室

ド
イ
ツ
語
は
い
か
が
で
す
か
？

　

姉
妹
都
市
の
マ
イ
ン
ブ
ル
ク

市
に
友
達
が
欲
し
い
方
、
グ
リ

ム
童
話
を
原
文
で
読
ん
で
み
た

い
方
、
本
場
ド
イ
ツ
で
ビ
ー
ル

を
注
文
し
た
い
方
、
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
や
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
歌
を

大
き
な
声
で
歌
い
た
い
方
、
ド

イ
ツ
語
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

　

ド
イ
ツ
出
身
の
市
国
際
交
流

員
リ
ッ
ヒ
タ
ー
さ
ん
に
よ
る
、

ド
イ
ツ
語
教
室
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　

初
級
レ
ベ
ル
と
中
・
上
級
レ

ベ
ル（
文
法
・
会
話
・
翻
訳
な

ど
）
の
２
ク
ラ
ス
が
開
か
れ
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方
▼
定
員　

初
級
15
名
／
中
・

上
級
10
名
※
定
員
超
過
の
場
合

抽
選
▼
会
場　

市
役
所
１
階
小

会
議
室
▼
受
講
料　

無
料
※
教

材
費
は
実
費
負
担
▼
申
込
方
法

12
月
19
日
（
月
）
ま
で
に
、
電

話
又
は
窓
口
で
直
接
、
ど
ち
ら

か
の
コ
ー
ス
を
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
活
動
支
援
Ｇ　

内
線
１
３
３

情　報
ひろば
くらし・環境・交通

届出・証明・税・年金

子ども

高齢者

教室・講座・イベント

情報・参加・交流

仕　事

 

開　
　

催

 

開　
　

催

開　　催

期　　 日
初級コース 中・上級コース
１／17（火） １／24（火）
１／31（火） ２／７（火）
２／14（火） ２／21（火）
２／28（火） ３／７（火）
３／14（火） ３／28（火）
※時間は10：15～11：45
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第
５
回

茨
城
県
消
費
生
活
講
演
会

▼
日
時　

12
月
７
日
（
水
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
会

場　

土
浦
合
同
庁
舎
本
庁
舎
▼

講
演　

「
消
費
者
契
約
と
法
〜

く
ら
し
の
中
に
生
き
る
法
」
島し

ま

田だ

和か
ず
お夫
氏
（
東
京
経
済
大
学
現

代
法
学
部
長
）
▼
定
員　

先
着

１
０
０
名
▼
参
加
費　

無
料
▼

申
込
方
法　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
氏
名
・
電
話
番
号
・
市
町
村

名
を
伝
え
、
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

県
南
地
方

総
合
事
務
所
県
民
生
活
課　

☎

０
２
９
―
８
２
２
―
７
０
３
８

　

０
２
９
―
８
２
２
―
７
０
５
０

Re
・
Be
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

　

育
児
や
介
護
に
よ
る
退
職
後
、

再
就
職
を
希
望
・
準
備
し
て
い

る
方
を
支
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
日
時　

12
月
15
日（
木
）・
16

日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時
▼
会

場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
茨
城

水
海
道
市
高
野
町
５
９
１
▼
対

象　

育
児
・
介
護
な
ど
で
退
職

し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
方　

先
着
20
名
※
２
日
間
受
講
可
能

な
方
▼
主
な
内
容　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
効
果
的
な

情
報
収
集
／
Ｅ
メ
ー
ル
常
識
・

非
常
識
／
再
就
職
を
実
現
す
る

た
め
に
（
採
用
の
ポ
イ
ン
ト
）

※
一
時
保
育
あ
り（
定
員
10
名
）

▼
受
講
料　

無
料
▼
申
込
期
限

12
月
９
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先
（
財
）
21
世

紀
職
業
財
団
茨
城
事
務
所　

☎

０
２
９
―
２
２
６
―
２
４
１
３

年
金
無
料
相
談

▼
日
時　

12
月
３
日
（
土
）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
※
事
前
に

予
約
可
▼
会
場　

Ｊ
Ａ
茨
城
み

な
み
守
谷
支
店
▼
相
談
員　

社

会
保
険
労
務
士
▼
持
参
品　

年

金
手
帳
（
本
人
及
び
配
偶
者
）、

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
、
雇
用

保
険
被
保
険
者
証（
写
）、
認
印

▼
問
合
先　

Ｊ
Ａ
茨
城
み
な
み

守
谷
支
店　

  

☎
48
―
０
０
０
５

大
井
沢
支
店  

☎
48
―
５
６
５
５

市
有
地
の
売
払
い

　

市
で
は
、
市
有
地
の
売
払
い

を
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

札
で
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
22
日
（
木
）
午

後
２
時
〜
▼
会
場　

市
役
所
１

階
大
会
議
室
▼
申
込
期
限　

12

月
19
日
（
月
）
午
後
５
時
▼
売

払
地　

守
谷
駅
周
辺
一
体
型
土

地
区
画
整
理
事
業
地
内
35
―
１

街
区
外
▼
区
画
数　

８
区
画
※

申
込
・
参
加
要
件
及
び
土
地
の

面
積
・
最
低
売
渡
価
格
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、「
広
報
も
り

や
お
し
ら
せ
版
11
月
25
日
発
行
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
問
合
先　

市
役
所
財
政
課
管

財
契
約
Ｇ　

☎
45
―
１
７
９
５

（
直
通
）

12
月
４
日
（
日
）

環
境
美
化
の
日

　

地
域
の
皆
さ
ん
で
、
道
路
や

公
園
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み

を
回
収
し
ま
す
。
雨
天
の
場
合

は
中
止
で
す
。
は
っ
き
り
し
な

い
場
合
は
、
各
地
区
・
町
内
会

で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。
回
収

は
行
い
ま
す
。

▼
収
集
方
法　

可
燃
・
不
燃
・

空
き
缶
は
指
定
の
ご
み
袋
に
、

使
用
済
み
乾
電
池
は
適
宜
袋
に

入
れ
て
収
集
※
環
境
美
化
の
日

以
外
に
自
治
会
・
町
内
会
で
自

主
的
に
地
域
の
清
掃
活
動
を
実

施
す
る
場
合
、
指
定
袋
の
配
付

及
び
ご
み
の
回
収
を
行
い
ま
す

の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

▼
問
合
先　

市
役
所
生
活
環
境

課
生
活
環
境
Ｇ　

内
線
１
４
６

道
路
通
行
止
め
の

お
知
ら
せ

　

道
路
改
良
工
事
に
伴
い
、
交

通
規
制
を
行
い
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
場
所　

乙
子
地
内
▼
施

工
業
者　

常
陸
建
設
工
業（
株
）

▼
工
事
期
限　

平
成
18
年
２
月

28
日

▼
問
合
先　

市
役
所
建
設
課
道

路
建
設
Ｇ　

内
線
２
５
４

　10月17日、椎名林之助前教育委員の任期満
了による退任に伴い、10月18日付けで渡邉好
子氏が教育委員に就任しました。

　渡邉氏は、これまで白
山小（取手市）、守谷小の
校長、また守谷市民生委
員・児童委員を歴任され、
教育現場や地域福祉活動
に携わってきた豊かな経
験を生かし、これから４年
間、市の教育の充実、発
展に取り組んでいきます。

渡邉好子氏（65歳）
鈴塚94番地の３

教育委員に渡邉好子氏就任

お知らせ開　　催

 

お
知
ら
せ

 

お
知
ら
せ

国
道
２
９
４
号

至
つ
く
ば

関
東
鉄
道
常
総
線

つくばエクスプレス

至水海道

至取手

中央
西口

中央
東口

守谷駅周辺
区画整理事務所

守
谷
駅

売払地

至谷和原

至取手

乙子農村
集落センター

至みずき野

至新大利根
有料橋

焼肉屋

工事箇所

迂回路
ラーメン屋

コンビニコンビニ

ＧＳ

ふ
れ
あ
い
道
路
乙子

乙
子
南

石
神
神
社
西

う

開　催 ・ お知らせ

わた  な べ  よ し   こ
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公
募
に
よ
る
市
補
助
金

事
業
の
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ

　

市
で
は
、
平
成
18
年
度
分
の

市
補
助
金
に
つ
い
て
も
、
前
例

や
既
得
権
に
と
ら
わ
れ
ず
、
適

正
か
つ
効
果
的
に
交
付
す
る
た

め
、
公
募
に
よ
る
補
助
金
申
請

の
受
付
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
１
２
０
件
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

現
在
、
学
識
経
験
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
「
守
谷
市
補
助
金

等
審
議
会
」
で
は
、
応
募
団
体

の
事
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、

「
守
谷
市
補
助
金
等
交
付
規
準
」

に
基
づ
き
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
審
査
の
一
環
と
し
て
、

補
助
金
事
業
の
応
募
団
体
の
希

望
に
応
じ
、
直
接
ア
ピ
ー
ル
す

る
場
を
設
け
る
た
め
、
活
動
内

容
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
公
開
で
実
施
し

ま
す
。

　

な
お
審
議
会
で
は
、
こ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
参
考
に
し
て
、
再

度
審
査
を
し
、
最
終
決
定
を
行

い
ま
す
。

▼
日
時 

11
月
21
日
（
月
）
午

後
1
時
30
分
〜
※
参
加
団
体
数

に
応
じ
て
開
始
時
間
が
早
ま
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
▼

会
場　

市
役
所
1
階
大
会
議
室

▼
問
合
先　

市
役
所
財
政
課
財

政
G　

内
線
２
１
２

教
育
ロ
ー
ン
と

利
子
補
給
制
度

●
ろ
う
き
ん
の
教
育
ロ
ー
ン

▼
融
資
額 

最
高
３
０
０
万
円

（
労
金
会
員
は
５
０
０
万
円
）

一
括
融
資
又
は
分
割
融
資
▼
返

済
期
間 

15
年
以
内
、
在
学
中

の
元
金
返
済
据
置
き
可
▼
金
利

1
・
90
％
（
11
月
1
日
現
在
。

固
定
金
利
・
特
別
金
利
・
返
済

期
間
15
年
以
内
）
保
証
料
は
個

人
負
担
▼
保
証 
茨
城
県
労
働

者
信
用
基
金
協
会
の
保
証

●
育
英
基
金
の
利
子
補
給
制
度

　

育
英
基
金
と
は
、
勤
労
者
の

教
育
費
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、

茨
城
県
・
市
町
村
・
労
働
金
庫

が
出
資
し
て
作
ら
れ
た
公
益
法

人
で
す
。

　

在
学
中（
最
長
4
年
）は
、お
子

さ
ん
1
人
当
た
り
１
０
０
万
円

（
１
世
帯
３
０
０
万
円
）ま
で
の

融
資
に
対
し
、
年
１
％
の
利
子

補
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
先　

中
央
ろ
う
き
ん
取

手
支
店　

☎
０
２
９
７
―
73
―

０
１
０
０

　

9
月
4
日
〜
10
日
の
下
水
道
促
進
期
間
中
、
下
水
道
に
つ
い
て

の
正
し
い
理
解
と
知
識
を
深
め
る
た
め
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
学
校
の
授
業
な
ど
で
下
水
道
の
役
割
を

学
ぶ
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
・
書
道
の
部
が

あ
り
、
合
計
９
７
９
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
入
賞
者
及
び
特
選
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

準
特
選 

羽は
に
ゅ
う生　

里さ
と
か霞 

愛
宕
中
１

 

〃 

古ふ
る
た田　

映ゆ

う布 

松
前
台
小
４

入
選 

米よ
ね
は
ら原　

千ち
は
る晴 

け
や
き
台
中
３

 

〃 

田た
さ
き先　

礼れ

な奈 

松
前
台
小
４

準
特
選 

栗く
り
は
ら原
沙さ

友ゆ

り里 

愛
宕
中
３

 

〃 

岩い
わ
せ瀬
真ま

な

み
菜
美 

守
谷
小
３

入
選 

染そ
め
や谷
め
ぐ
み 

愛
宕
中
２

 

〃 

大お
お
く
ぼ

久
保
佑う

き
ょ
う恭 

守
谷
小
１

 

〃 

時と
き
も
と本　

真ま

み美 

御
所
ケ
丘
小
４

 

〃 

安や
す
だ田      

陽あ
き
ら 

守
谷
中
１

 

〃 

齊さ
い
と
う藤　

弘ひ
ろ
あ
き晃 

高
野
小
３

 

〃 

宮み
や
ざ
わ澤　

春は
る
き希 

松
ケ
丘
小
２

 

〃 

今い
ま
む
ら村　

六ろ
く
ろ
う朗 

御
所
ケ
丘
小
２

■
作
文
の
部

　

応
募
者
数　

６
６
点

特
選 

飯い
い
つ
か塚　

公ひ
ろ
き己 

松
前
台
小
４

準
特
選 

会あ
い
た田　

亮り
ょ
う
す
け祐 

け
や
き
台
中
３

 

〃 

平ひ
ら
の野　

恭き
ょ
う
す
け介 

高
野
小
４

入
選 

北き
た
が
わ川　

未み

さ彩 

け
や
き
台
中
２

 

〃 

小こ
す
げ菅　

桂け
い
こ子 

大
野
小
４

 

〃 

大お
お
ば羽
江え

り

こ
利
子 

大
野
小
４

 

〃 

平ひ
ら
や
ま山　

未み

か加 

け
や
き
台
中
１

 

〃 

古ふ
る
や谷　

美み

ほ帆 

大
野
小
４

 

〃 

横よ
こ
せ瀬
彩さ

和わ

子こ 

大
野
小
４

 

〃 

山や
ま
も
と本　

千ち
あ
き愛 

け
や
き
台
中
３

入
選 

小こ
す
げ菅　

桂け
い
こ子 

大
野
小
４

 

〃 

川か
わ
し
ま島　

千ち
ひ
ろ裕 

御
所
ケ
丘
小
３

 

〃 

常つ
ね
ゆ
き行　

恭た
か
ひ
ろ弘 

高
野
小
４

 

〃 

中な
か
む
ら村　

遥は
る
き貴 

高
野
小
４

 

〃 

野の
じ
ま島　

大た
い
し嗣 

守
谷
小
３

■
書
道
の
部

　

応
募
者
数　

７
１
７
点

特
選 

■
ポ
ス
タ
ー
の
部

　

応
募
者
数　

１
９
６
点

特
選　

入
賞
者
・
特
選
作
品 

紹 

介

 

＊
入
賞
者
紹
介（
敬
称
略
）

お知らせ

中
なかむら

村美
み き

紀さん
愛宕中１

鈴
す ず き

木幸
さ ち ほ

穂さん
黒内小６
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創
業
を
目
指
す
方
へ

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
土
浦
支

店
で
は
、
創
業
を
目
指
す
方
や

創
業
後
間
も
な
い
方
の
支
援
を

目
的
に
、
定
例
新
規
開
業
相
談

を
第
２
・
４
木
曜
日
に
開
催
し

ま
す
。
公
庫
融
資
制
度
の
説
明

の
ほ
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
や

資
金
調
達
計
画
作
成
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
予
約

制
で
、
１
人
１
時
間
程
度
で
す
。

▼
問
合
先　

国
民
生
活
金
融
公

庫
土
浦
支
店　

☎
０
２
９
｜
８
２

２
｜
４
１
４
１

「
エ
コ
ー
い
ば
ら
き
」

環
境
保
全
基
金
助
成
先

　

公
益
信
託「
エ
コ
ー
い
ば
ら
き
」

環
境
保
全
基
金
で
は
、
平
成
17

年
度
助
成
金
給
付
希
望
者
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　

環
境
保
全
活
動
及
び

調
査
研
究
、
普
及
啓
発
活
動
な

ど
を
行
う
県
内
の
地
方
公
共
団

体
、
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

活
動
を
行
わ
な
い
法
人
・
団
体
・

個
人
▼
助
成
金
額　

50
万
円
限

度
／
件
▼
申
込
方
法　

申
請
書

を
請
求
の
上
、
11
月
30
日（
水
）

ま
で
に
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
「
エ
コ
ー
い

ば
ら
き
」
事
務
局
（
常
陽
銀
行

法
人
事
業
部
内
）
☎
０
２
９
｜

３
０
０
｜
２
６
４
７

自　

衛　

官

●
２
等
陸
・
海
・
空
自
衛
官

（
任
期
制
）
▼
受
験
資
格 

18
〜

27
歳
未
満
の
男
性
▼
試
験 

12

月
10
日
（
土
）
霞
ケ
浦
駐
屯
地

▼
受
付
期
間 

11
月
25
日（
金
）

〜
12
月
7
日
（
水
）

●
自
衛
隊
生
徒 

▼
受
験
資
格

中
卒
（
見
込
）
の
17
歳
未
満
の

男
性
▼
試
験
日 
平
成
18
年
1

月
中
旬
▼
受
付
期
限 

平
成
18

年
1
月
上
旬

▼
問
合
先　

自
衛
隊
龍
ヶ
崎
募

集
事
務
所　

☎
０
２
９
７
―
64

｜
３
３
５
１

市
民
の
会「
ね
こ
の
手
」

サ
ポ
ー
ト
会
員

　

市
民
の
会「
ね
こ
の
手
」で
は
、

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

通
院
介
助
や
役
所
の
手
続

（
同
伴
・
代
行
）、
家
事
支
援
な

ど
を
行
い
ま
す
。
あ
な
た
も
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

▼
問
合
先　

市
民
の
会「
ね
こ
の

手
」
濱
崎　

☎
45
―
８
３
１
６

　

ぼ
く
は
、
下
水
道
の
ポ
ス
タ
ー

を
書
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
お
母
さ
ん
が
、
下
水
道
に
つ

い
て
何
か
知
っ
て
い
る
の
か
と
聞
い

て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
ぼ
く

は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
と
り

あ
え
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
色
々
な

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
下
水
道
の
仕
組
み
で
す
。

こ
れ
は
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
公

共
下
水
道
雨
水
管
と
公
共
下
水
道

汚
水
管
で
す
。

　

雨
が
降
る
と
私
設
雨
水
ま
す
に

行
き
、
そ
れ
か
ら
公
共
下
水
道

雨
水
管
を
と
お
り
、
河
川
に
そ
の

ま
ま
流
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は

汚
れ
て
い
な
い
水
で
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
何
が
よ
く
な
る
か
と
い
う

と
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
な
ど
か

ら
ま
ち
を
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
降
っ
た
雨
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
ま
ち
は
す
ぐ

に
水
び
た
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
は
と
て
も
役
に
立
つ
な

あ
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
汚
水
の
方
は
、
さ

ら
に
す
ご
い
で
す
。
家
庭
か
ら

出
る
汚
水
（
台
所
、
風
呂
場
、
洗

面
所
、
水
洗
便
所
）
、
工
場
な
ど

か
ら
出
る
汚
水
は
、
汚
水
管
を
と

お
っ
て
下
水
処
理
場
に
運
ば
れ
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
微
生
物
の
働
き

を
利
用
し
て
下
水
を
処
理
し
、
き

れ
い
な
水
に
し
て
か
ら
川
に
流

し
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
て
汚
水

や
雨
水
が
た
ま
ら
な
い
と
、
何
が

よ
い
の
で
し
ょ
う
。
蚊
や
ハ
エ
の

発
生
を
防
ぎ
、
伝
染
病
を
予
防
し

た
り
し
ま
す
。
ま
た
浸
水
も
な
く
、

き
れ
い
な
川
や
海
の
水
質
保
全
ま

で
役
立
ち
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
大
き
な
処
理
場
が
あ

り
、
こ
れ
を
管
理
し
て
く
れ
て

い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
施
設
を
作
る
人
、
管
理
し
て

く
れ
る
人
、
色
々
な
人
々
の
努
力

が
あ
っ
て
、
水
は
き
れ
い
に
な
っ

て
川
や
海
に
流
れ
て
い
く
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

で
は
、
ぼ
く
た
ち
は
、
川
や
海

を
守
る
た
め
に
、
何
も
し
な
く

て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ぼ
く
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ぼ
く
の
家
で
や
っ
て

い
る
こ
と
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

台
所
の
排
水
口
に
ネ
ッ
ト
を
か
け

て
、
小
さ
な
生
ゴ
ミ
ま
で
キ
ャ
ッ

チ
し
て
、
下
水
に
流
さ
な
い
。
台

所
で
使
っ
た
油
は
、
き
ち
ん
と
固

め
て
捨
て
る
。
洗
た
く
機
は
、
糸

ク
ズ
フ
ィ
ル
タ
ー
が
あ
り
、
細
か

い
糸
ク
ズ
ま
で
流
さ
な
い
よ
う
に

す
る
。
ど
れ
も
お
母
さ
ん
が
や
っ

て
い
る
こ
と
で
し
た
。
ぼ
く
に
で

き
る
こ
と
を
、
家
族
で
話
し
合
い

ま
し
た
。
シ
ャ
ワ
ー
を
出
し
っ
ぱ

な
し
に
し
な
い
。
ト
イ
レ
の
紙
を

た
く
さ
ん
使
わ
な
い
。
歯
を
み
が

く
と
き
は
、
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し

に
し
な
い
、
な
ど
で
し
た
。
こ
れ

く
ら
い
の
こ
と
な
ら
、
ぼ
く
に
も

で
き
そ
う
な
の
で
、
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
海
水
浴
や
つ
り
が
大

好
き
で
す
。
そ
の
川
や
海
を
守
る

た
め
、
ぼ
く
に
も
で
き
る
こ
と
を

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

 

◇
作
文
の
部　

特
選

▼
▼
▼
▼
▼

お知らせ・募　集

 

募　
　

集

募　
　

集

 

募　
　

集

飯塚公己さん
松前台小４年

下
水
道
を
考
え
た
日

下
水
道
を
考
え
た
日

下
水
道
を
考
え
た
日



 

料
理
料
理
がが

高
齢
者

高
齢
者
のの

健
康
健
康
をを

支支
え
る
え
る

介
護
予
防
教
室

2

2

2

2

2

2
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●問合先　市役所介護福祉課介護保険G　☎45-1744（直通）

おしえて！介護保険

割
引
率
は

事
業
者
が
自
由
に
決
め
ま
す

　

福
祉
用
具
の
貸
与
や
購
入
を

す
る
と
き
の
値
段
は
、
事
業
者

ご
と
に
料
金
が
違
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
場
の
価
格
競
争

を
通
じ
て
適
切
な
価
格
に
よ
る

給
付
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
保
険

給
付
の
公
定
価
格
を
定
め
ず
、

自
由
価
格
に
よ
り
保
険
給
付
す

る
仕
組
み
と
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
事
業
者
が
割
引
率

を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か
、

自
由
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

自
己
負
担
軽
減
の
た
め

見
積
り
を
と
り
ま
し
ょ
う

　

福
祉
用
具
の
価
格
は
、
ど
の

業
者
が
安
い
か
を
、
消
費
者
の

視
点
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
介
護
保
険
か
ら
９
割
が

支
給
さ
れ
て
も
、
残
り
１
割
は

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
複
数
の
事
業

福祉用具の貸与や購入時には

見積り見積りをとりましょう！

▼
日
時

　

 

12
月
10
日
（
土
）
午
前
９
時

30
分
〜
正
午

▼
会
場

　

中
央
公
民
館

▼
対
象

　

市
内
在
住
の
方
20
名

※
超
過
の
場
合
抽
選

▼
内
容

● 

食
べ
や
す
さ（
や
わ
ら
か
さ
）

　

を
工
夫
し
た
料
理

●
１
人
分
の
食
卓
を
考
え
る

●
気
軽
に
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▼
参
加
費

　

無
料

※
材
料
費
は
実
費

▼
持
参
品

　

 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾き
ん

、
浴
用

タ
オ
ル
１
本
、
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法

　

 

11
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
、

電
話
又
は
窓
口
で
直
接
申
し

込
む

▼
申
込
・
問
合
先

● 

市
役
所
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

　

Ｇ　

内
線
１
７
２
・
１
７
３

● 

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や

ま
ゆ
り　

☎
48
―
４
６
６
０

者
か
ら
見
積
り
を
と
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

１
割
の
自
己
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
も
、
必
ず
見
積
り
を

と
り
ま
し
ょ
う
！

　

な
お
、
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル

事
業
者
な
ど
の
問
合
せ
は
、
市

役
所
介
護
福
祉
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

福
祉
用
具
貸
与
の
対
象

　

次
の
12
種
類
が
、
福
祉
用
具

貸
与
の
対
象
で
す
。

１　

車
い
す

２　

 

車
い
す
付
属
品（
ク
ッ
シ
ョ

ン
、
電
動
補
助
装
置
な
ど
）

３　

 

特
殊
寝
台
（
電
動
ベ
ッ
ド
）

４　

 

特
殊
寝
台
付
属
品
（
サ
イ

　
　

 

ド
レ
ー
ル
・
マ
ッ
ト
レ
ス
・

ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド

な
ど
）

５　
 

じ
ょ
く
そ
う（
床
づ
れ
）予

防
用
具

６　

体
位
変
換
機

７　

手
す
り

８　

ス
ロ
ー
プ

９　

 

歩
行
器
（
６
輪
車
歩
行
器

含
む
）

10　

歩
行
補
助
つ
え

11　

認
知
症
性
老
人
徘は
い
か
い徊
感
知
器

12　

 

移
動
用
リ
フ
ト
（
吊つ

り
具

の
部
分
を
除
く
）

福
祉
用
具
購
入
費
の
対
象

　

入
浴
や
排は
い
せ
つ泄
の
関
連
用
具
な

ど
、
他
人
が
使
用
し
た
も
の
を

再
利
用
す
る
こ
と
に
心
理
的
抵

抗
感
が
伴
う
も
の
や
、
吊
り
上

げ
式
リ
フ
ト
の
吊
り
具
の
よ
う

に
使
用
に
よ
っ
て
形
態
・
品
質

が
変
化
し
、
再
利
用
で
き
な
い

も
の
に
つ
い
て
、
必
要
な
福
祉

用
具
の
購
入
を
保
険
給
付
の
対

象
と
し
て
い
ま
す
（
購
入
の
費

用
の
９
割
を
給
付
。
限
度
額
10

万
円
）。

１　

腰
掛
け
便
座

２　

特
殊
尿
器

３　

入
浴
補
助
用
具

４　

簡
易
浴よ
く
そ
う槽

５　

 

移
動
用
リ
フ
ト
の
吊
り
具

の
部
分

6

福祉用具の貸与や購入時には



国 民
年 金
●問合先
　土浦社会保険事務所　☎029-822-3940　　　ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165

　茨城社会保険事務局では、多くの皆さんに、年金
制度について関心を持っていただくため、県内の中
学生の皆さんを対象に、ポスターコンクールを実施
しました。
　今年度は、83校から486作品が寄せられ、守谷市か
ら４名の方が入賞されました。おめでとうございます。

広報もりや2005.11.10

『『裁定請求書裁定請求書』』の事前送付の事前送付がが
始まりました始まりました

　10月から、今後老齢基礎年金及び老齢厚生年金の受給年齢を迎える方に、社会保険庁が

管理している年金加入記録などを印字した年金の請求書「裁定請求書」や、「年金に関す

るお知らせ（はがき）」を送付します。

　裁定請求書を事前に送付することで、年金を請求される方の利便性の向上と、裁定請求

漏れ防止を図ります。

　なお、事前送付用の裁定請求書の受付は、平成18年１月以降になります。

 裁定請求書って何？
　送付されてくる裁定請求書には、基礎年金番号・住所・氏名・

生年月日・性別・年金加入記録が印字されています。これは、年

金を受給するための請求書です。

　今までは、年金の受給権が発生する方が、自分自身で窓口に裁

定請求書を取りに行く形でしたが、10月からは社会保険業務セン

ターが、次のとおり本人宛てに送付します。

●入選

▼１年生の部
　長
ながつか
塚緩

かん な
奈さん（愛宕中学校）

▼３年生の部
　田

たぐち
口真

ま い
衣さん（愛宕中学校）

　渡
わたなべ
辺未

み き
貴さん（愛宕中学校）

　白
しらい
井春

はる か
馨さん（けやき台中学校）

  該 当 者　　　　　　　　　　　　　    送付されるもの

60歳に特別支給の老齢厚生年金
の受給権が発生する方

60歳に到達する３か月前に
「裁定請求書」及び
「年金を請求されるみなさまへ」

※S21.1.2以降生まれの方

65歳から老齢基礎年金、老齢厚
生年金の受給権が発生する方 60歳に到達する３か月前に

「年金に関するお知らせ」
受給資格が確認できない方
※S21.1.2以降生まれの方

65歳に老齢基礎年金、老齢厚生
年金の受給権が発生する方 65歳に到達する３か月前に

「裁定請求書」及び
「年金を請求されるみなさまへ」受給者が発生しているにもかか

わらず、請求していない方
※S16.1.2以降生まれの方

7

裁定請求書

平成17年度 年金ポスターコンクール入賞者紹介年金ポスターコンクール入賞者紹介年金ポスターコンクール入賞者紹介年金ポスターコンクール入賞者紹介年金ポスターコンクール入賞者紹介
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○
学
習
指
導
の
工
夫
と
改
善

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
を

確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
生
徒
が

「
分
か
っ
た
」
「
で
き
た
」
と
実
感
で
き

る
授
業
を
目
指
し
、
指
導
方
法
の
改
善
や

工
夫
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
分
か
り
や

す
い
授
業
や
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
支
援

す
る
た
め
に
、
少
人
数
指
導
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

含
め
た
Ｔ
・
Ｔ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用

　

生
き
る
力
を
育
む
た
め
に
、
本
校
で
は

御
所
ケ
丘
中
学
校
・
教
育
活
動
の
紹
介

目指す児童像
○ 

自
ら
考
え
、
正
し
く
判
断
し
、

実
践
力
の
あ
る
生
徒

○ 

自
主
的
に
学
習
に
取
り
組
み
、

根
気
よ
く
や
り
ぬ
く
生
徒

○ 

心
身
と
も
に
健
康
で
、
人
間

性
豊
か
な
生
徒

○ 

公
共
の
た
め
に
進
ん
で
奉
仕

す
る
生
徒

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
行
動
す
る

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
行
動
す
る

こ
と
の
で
き
る
生
徒
の
育
成

こ
と
の
で
き
る
生
徒
の
育
成

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
行
動
す
る

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
行
動
す
る

こ
と
の
で
き
る
生
徒
の
育
成

こ
と
の
で
き
る
生
徒
の
育
成

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
行
動
す
る

こ
と
の
で
き
る
生
徒
の
育
成

●問合先　市役所指導室 内線275・276　児童福祉課 内線153・154

▲さわやかマナーアップ運動

▲小中連携、理科体験教室

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を「
ク
エ
ス
ト
21
」

と
称
し
て
、
情
報
教
育
の
充
実
と
Ｉ
Ｔ

活
用
能
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
体
の
テ
ー
マ
を
「
21
世
紀
に
生
き
る
」

と
し
、
１
年
生
は
「
自
己
を
見
つ
め
る
」
、

２
年
生
は
「
共
に
生
き
る
」
、
３
年
生
は

「
21
世
紀
を
つ
く
る
」
と
い
う
各
学
年
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ

シ
ー
・
国
際
理
解
・
高
齢
化
・
少
子
化
・

福
祉
・
環
境
問
題
な
ど
の
内
容
を
系
統

的
・
包
括
的
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

○
選
択
教
科
の
工
夫

　

２
年
生
で
は
技
能
４
教
科
か
ら
１
教
科
、

３
年
生
で
は
全
教
科
か
ら
２
教
科
を
自
分

で
選
択
し
、
コ
ー
ス
別
に
各
自
の
課
題
学

習
や
発
展
的
な
学
習
を
行
い
、
個
性
の
伸

長
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
週
に
１
時

間
を
補
充
学
習
の
時
間
と
し
て
基
礎
学
力

の
向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

○
朝
の
読
書
タ
イ
ム

　

朝
の
会
か
ら
継
続
し
て
、
毎
日
10
分
間

の
読
書
を
行
い
ま
す
。
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
中
、
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

○
「
テ
ト
ラ
Ｓ
」
の
推
進

　

「
テ
ト
ラ
Ｓ
」
（
学
校
課
題
支
援
法
）

と
は
、
教
師
た
ち
が
ど
ん
な
学
校
に
し
て

い
き
た
い
か
を
話
し
合
い
、
教
師
が
で
き

る
行
動
目
標
を
決
め
て
、
生
徒
に
寄
り
添

い
な
が
ら
実
践
し
て
い
く
も
の
で
す
。
生

徒
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、
授
業
の
改
善

に
努
力
し
、
教
師
が
変
わ
る
こ
と
で
生
徒

の
変
容
を
促
す
取
組
み
で
す
。

○
主
体
的
な
生
徒
の
活
動

　

今
年
度
は
、
生
徒
会
を
中
心
に
体
育
祭

の
改
善
に
取
り
組
み
、
種
目
の
決
定
や
運

営
を
生
徒
た
ち
の
手
で
行
い
ま
し
た
。

　

部
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
総

体
や
新
人
戦
で
も
、
好
成
績
を
収
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
委
員
会
を
中
心
に
、
さ
わ

や
か
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
、
学
年
の
行
事
で
は
実
行
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
、
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
小
中
連
携
教
育
推
進
事
業
の
推
進

　

中
学
校
教
師
に
よ
る
出
前
・
体
験
授
業
、

小
学
校
職
員
・
６
年
生
保
護
者
へ
の
授
業

公
開
、
総
合
的
な
学
習
の
成
果
交
換
を
と

お
し
て
学
ぶ
意
欲
を
、
中
学
生
の
母
校
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
母
校
発
表
会
、
吹
奏
楽
部

の
出
張
演
奏
な
ど
を
と
お
し
て
、
豊
か
な

心
を
育
む
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
防
犯
の
取
組
み

　

生
徒
の
安
全
な
登
下
校
の
た
め
に
、
次

の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

● 

セ
ー
フ
テ
ィ
デ
イ
（
黄
色
の
ベ
ス
ト
や

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼は

っ
て
の
巡
回
）

●
職
員
に
よ
る
下
校
時
の
巡
回
指
導

● 

Ｐ
Ｔ
Ａ
校
外
指
導
委
員
会
の
方
に
よ
る

地
区
ご
と
の
巡
視

●
防
犯
意
識
を
高
め
る
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

● 

「
１
１
０
番
の
家
」
の
場
所
確
認
（
不

審
者
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、
近
く
の
家

に
助
け
を
求
め
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
）
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分
か
っ
て
楽
し
い
学
校
を

目
指
し
て

明
る
く
美
し
い
学
校
を
目
指
し
て

地
域
の
学
校
を
目
指
し
て



子育て支援
センターからの
お知らせ

　夢っ子まつりでは、子育てサークルのママさんたちによるお楽しみタイムのほか、親子で一緒に楽しめる
エアロビや、遊び・ゲームコーナーが盛りだくさんです！　
　予約は必要ありませんので、自由に遊びに来てください。みんなで一緒に楽しみましょう！

　○日　時　　12月７日（水）　午前９時30分～正午
　○会　場　　北守谷公民館　２階多目的ホール
　○対　象　　市内在住の就学前のお子さんと保護者の方
　　　　　　　※自由参加（予約不要）

　○内　容　　・ゲームコーナー　・作って遊ぼうコーナー
　　　　　　　・一緒に遊ぼうタイム

　　　　　　　　子育てサークルママによる楽しみ

　　　親子でエアロビ（インストラクター　屋
や か べ

嘉部めぐみ氏）

●問合先
　子育て支援センター事務局
　「夢っ子ひろば」
　北園保育所　☎45-2462

みんなで遊ぼうみんなで遊ぼう

　　“夢っ子まつり”　　“夢っ子まつり”

みんなで遊ぼうみんなで遊ぼう

　　“夢っ子まつり”　　“夢っ子まつり”

みんなで遊ぼう

　　“夢っ子まつり”

１木　ア ２歳～　楽 １歳　お  ま
２金　夢 ０～１歳６か月　保 子育て教室 み ま 郷
５月　夢 み 中
６火　ね １歳　楽 ２歳～　ま
７水　夢っ子まつり（北守谷公民館）９：30～
　　　保 ３～４か月児健診
８木　ア ６～11か月　楽 １歳  保 ３歳児健診 お ま
９金　赤３か月～１歳６か月　保 １歳６か月児健診
　　　み ま ロ
12月　保 育児健康相談会　夢 み 高
13火　ね ０歳　楽 ２歳～　保 ＢＣＧ　夢 ま
14水　リ １歳・２歳～　ま ０～１歳６か月
         保 ３～４か月児健診
15木　ア １歳　保 ３歳児健診　お ま
16金　夢っ子クリスマス会（０～1歳６か月）★要予約
　　　保 １歳６か月児健診　み ま 久
19月　夢っ子クリスマス会（１歳７か月～）★要予約
　　　み
20火　な ０歳　ま ０～１歳６か月　夢
21水　ま ０～１歳６か月　夢
22木　夢 ね ア １月分予約受付開始10：00～
　　　ア どなたでも　保 離乳食教室　お ま
26月　夢
27火　夢 ま

広報もりや2005.11.10

子育て支援センター夢っ子ひろばでは“夢っ子まつり”を開催します！

12月の子育てカレンダー12月の子育てカレンダー12月の子育てカレンダー

●教育・子育て支援情報

夢っ子ひろば（北園保育所 ☎45-2462）
夢 夢っ子ひろば（室内自由解放）９：30～15：30
み 子育て広場みずきの（郷州小学校）10：00～15：00
お 子育て広場おおがしわ（大柏生活改善センター）
　　10：00～15：00
ま 子育て広場まなびの里（もりや学びの里）10：00～15：00
中 子育て広場中央（中央公民館）10：00～15：00
高 子育て広場高野（高野公民館）10：00～/13：00～
郷 子育て広場郷州（郷州公民館）10：00～15：00
ロ  子育て広場ログハウス（国際交流研修センター）
　　10：00～15：00
久 子育て広場久保ケ丘（文化会館）10：00～15：00
な なかよくあそぼう10：00～　★要予約
リ リトミック10：00～/11：00～★要予約
赤 赤ちゃん体操フォローアップ講座10：00～11：30★要予約
ねっこ（まつやま保育園 ☎45-8828）
ね ねっこ（親子活動）９：30～★要予約
アビエス（わかばのもり保育園 ☎48-1735）
ア アビエス（親子活動）10：30～★要予約
児童館（☎45-2278）
楽 親子で楽しもう（親子活動）11：00～
保健センター（☎48-6000）
保 保健センター事業

9
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ARCUS Artist in Residence -IBARAKI- ●問合先　アーカススタジオ（9:15～18:00、日・月休）
　守谷市板戸井2418もりや学びの里内　☎　 46-2600
　E-mail　info@arcus-project.com
　URL　　http://www.arcus-project.comアーカスプロジェクト2005アーカスプロジェクト2005アーカスプロジェクト2005

　毎年、アーカスプロジェクトのアーティストたちは、５か月あまりの滞在成果を最後に
発表します。アーティストのスタジオを一般の方に公開するオープンスタジオでは、作品
だけではなく、制作の記録など、アーティストの日常をかいま見ることができます。
　７月以来、様々な場面でアーカスを支えてきたアーカスフレンズもオープンスタジオの
運営に携わり、皆さんに楽しんでいただけるイベントとして盛り上げていく予定ですので、
ぜひ、お誘い合わせの上、ご来場ください！

▼日　時　12月３日（土）午後１時～６時
　　　　　スタジオトーク＆レセプション
　　　　　12月４日（日）～11日（日）
　　　　　午前11時～午後６時
　　　　　学びの里にカフェを開設

▼会　場　アーカススタジオ

▼入場料　無料

▼アーティスト　ルビー・オソリオ（米国）
/チェン・イ=チエ（台湾）/アヤツ・フセイ
ン・ジョキオ（パキスタン）/ジョナサン・
ヘルナンデス（メキシコ）/藤井光（日本）

グローバルキッチン『世界の食卓』
招
しょうへい

聘アーティストのお勧め郷土料理を作る
料理教室と夕食会を開催します

▼日時　12月11日（日）午後１時30分～８時
　　　   ●スタジオツアー　午後１時30分～３時
　　　   ●料理教室　　　　午後３時～６時
　　　   ●夕食会　　　　　午後６時～８時

▼募集人数　15名（先着順）

▼参 加 費　1,000～1,500円程度（材料費）

▼参加方法　12月１日（木）までに、氏名・連絡
先（住所・電話/FAX番号）・年齢を記入の上、
FAX又はＥメールで申し込む

アーカスフレンズ　平
ひらの

野三
み ほ り

百里
　ＮＨＫの取材に参加して、久方ぶりに緊張
のひとときを過ごした。取材記者をはじめ、
画面に隠れた多くのスタッフの真剣な支援と
努力には感服させられた。 
　これらの影のご努力が報いられたかどうか、
些
いささ

か汗顔の至りである。幸い知人が偶然にも
録画しておいてくれたので、そのビデオを見
て撮影時の感じと、見た感じの違いに驚い
た。何分経験不足のなせる業とご笑覧願うほ
かない。最後のアーティストたちのたどたど
しい「見に来てください」の挨

あいさつ

拶が愛
あいきょう

嬌たっ
ぷりの締めくくりになっていた。

オープンスタジオに向けて
　　アーカスフレンズが広報活動に参加！
オープンスタジオに向けて
　　アーカスフレンズが広報活動に参加！
～10月11日にＮＨＫ首都圏ネットワークで、アーカススタジオが中継されました～

オープンスタジオオープンスタジオオープンスタジオ  関連イベント
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広報もりや2005.11.10

守谷市民活動支援センター守谷市民活動支援センター

市民活動  サロン市民活動  サロン市民活動  サロン
守谷市民活動支援センター

   問合先　守谷市民活動支援センター　 　  46-3370●

　10月15日、中央公民館のホールで、守谷市市民活動交流会主催による｢第2回市民活動いきいきフェ
アー｣が開催されました。
　同時開催で、小学生の「ボランティアの標語とポスター」表彰式では、昨年の倍以上の応募があり、
その中から入選した児童に表彰状と記念品が渡されました（詳細は次号に掲載予定）。
　また、守谷児童合唱団の爽

さわ

やかな歌声がホールに響き渡り、参加した人々の心をなごませてくれま
した。
　講演会「現代の親と子の絆

きずな

とは」では、中
なかがわ

川實
みのる

先生（茨城大学非常勤講師）による現代の家庭教育
などのお話に、時間が過ぎるのも忘れて熱心に聞き入るお父さん、お母さんたちの姿が印象的でした。

　市では、市民ＩＴ技術向上のため、パソコン
の設置や習得する場の提供などを行っています。
「守谷中央図書館」に続いて「もりや学びの里」
において、パソコン等ＩＴ機器の設置が行われ
ました。
　パソボラ・守谷では、市民情報化のお手伝い
として「もりや学びの里」において、日曜日ご
とにパソコン講習会を開催しています。

▶講習科目　 パソコン入門、Word、Excel、
ホームページ作成、その他

▶講習時間（11・12月の予定）
•午前コース　午前10時～正午　パソコン入門
•午後コース　①午後１時～３時　Word
　　　　　　　②午後３時30分～5時30分  Excel
▶講習費用　 各コース２回分　計4時間　1,500円

※ テキスト代など。年間をとおして
開催予定

▶申込・問合先
　パソボラ・守谷事務局　市村修二　☎45-3877

パソコン教室開催のお知らせ

第２回「市民活動いきいきフェアー」が開催されました第２回「市民活動いきいきフェアー」が開催されました第２回「市民活動いきいきフェアー」が開催されました

▲ 中川實先生の講演は、豊かな経験からくる説得力の
ある内容で、素晴らしいお話でした

▲清々しい歌声で多くの観客を魅了したもりや児童合唱団
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だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

〜「
男
女
共
同
参
画
」
に
関
す
る
標
語
募
集
〜

伝伝
え
た
い
思
い
あ
り
ま
せ
ん
か
？

伝
え
た
い
思
い
あ
り
ま
せ
ん
か
？

広報もりや2005.11.10

　

４
月
、
世
界
中
が
特
別
な
教

会
か
ら
昇
る
煙
を
注
目
し
て

い
ま
し
た
。
覚
え
て
い
ま
す
か
。

黒
い
煙
が
白
く
な
っ
て
、
新
し

い
ロ
ー
マ
教
皇
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

故
教
皇
ヨ
ハ
ネ
ス
・
パ
ウ
ル

２
世
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
、
と

て
も
好
か
れ
、
人
を
引
き
付
け

る
人
で
し
た
か
ら
、
旧
教
徒
が

多
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
、
特
に

誇
り
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
べ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16

世
と
い
う
新
し
い
教
皇
は
、
保

守
的
・
知
性
的
・
理
性
的
な

ド
イ
ツ
人
で
す
。
４
０
０
年
で

初
の
ド
イ
ツ
の
教
皇
で
す
か
ら
、

凄
く
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

に
比
べ
、
ド
イ
ツ
人
に
は
宗
教

的
な
人
が
少
な
く
、
保
守
的
な

教
会
に
対
し
て
批
判
す
る
人
が

多
い
で
す
。
そ
の
上
、
キ
リ
ス

ト
教
を
信
じ
て
い
る
ド
イ
ツ
人

の
半
分
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
、

旧
教
徒
の
ロ
ー
マ
教
皇
と
い
う

首
長
に
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

教
皇
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
と

き
、
「
ド
イ
ツ
人
は
ど
う
反
応

す
る
か
な
？
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

驚
く
こ
と
に
、
ド
イ
ツ
人
は

ど
ん
ど
ん
「
教
皇
熱
」
に
と

り
付
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ケ

ル
ン
の
「
世
界
青
年
日
」
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
１
億
人
が
参
加
。

「
私
た
ち
は
教
皇
だ
よ
」
と
い

う
、
お
か
し
な
曲
が
今
年
の
夏
、

ラ
ジ
オ
で
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

よ
そ
よ
そ
し
い
高
位
の
人
と
い

う
よ
り
、
べ
ネ
デ
ィ
ク
ト
教
皇

は
流
行
の
ス
ー
パ
ス
タ
ー
と
し

て
祝
福
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
教
皇
は
、
バ

　

11
月
は
、
茨
城
県
の
「
男
女

共
同
参
画
推
進
月
間
」
で
す
。

　

市
で
も
、
家
庭
や
地
域
・
職

場
・
学
校
で
、
男
女
共
同
参
画

社
会
に
つ
い
て
、
よ
り
身
近
に

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

標
語
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容　

男
女
共
同
参
画

社
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
多
く
の

人
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
標
語

▼
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
（
個
人
の
み
）

▼
応
募
方
法　

応
募
作
品
及

び
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
官
製
は

が
き
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

い
ず
れ
か
で
、
12
月
12
日（
月
）

必
着
で
申
し
込
む
※
１
人
何
点

で
も
応
募
可
。
た
だ
し
、
未
発

表
で
自
作
に
限
る

▼
審
査
方
法　

市
に
お
い
て
審

査
し
、
入
賞
作
品
を
決
定
※
最

優
秀
賞
１
名
、
優
秀
賞
２
名

▼
表
彰　

入
賞
作
品
に
つ
い
て

は
、
本
人
宛
て
に
通
知
。
ま
た
、

市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
平
成
18
年
１
月
開
催
予
定
）

で
表
彰
し
、
記
念
品
を
贈
呈

▼
そ
の
他　

応
募
作
品
は
返
却

し
な
い
／
入
賞
作
品
の
著
作
権

は
市
に
帰
属
／
応
募
作
品
は
、

市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

会
場
に
展
示
／
最
優
秀
受
賞
作

品
は
、
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ

ー
ラ
ム
ポ
ス
タ
ー
の
標
語
と
し

て
使
用

▼
応
募
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
男
女
共
同
参
画

Ｇ　

内
線
１
３
２
・
１
３
３

　

45-

６
５
２
６　
　

kurashi
@
city.m

oriya.ibaraki.jp

●
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
…

　

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成

員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に

よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機

会
が
確
保
さ
れ
、
均
等
に
政
治

的
・
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的

利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、

共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム

イ
エ
ル
ン
州
生
ま
れ
。
姉
妹
都

市
マ
イ
ン
ブ
ル
ク
の
あ
る
州
で

す
よ
（
私
も
バ
イ
エ
ル
ン
州
か

ら
来
ま
し
た
）
。
教
皇
は
昔
々
、

私
の
大
学
で
勉
強
し
ま
し
た
。

ス
ゴ
イ
で
し
ょ
う
？

　

私
は
、
ド
イ
ツ
の
こ
と
が

遠
い
日
本
で
、
こ
の
よ
う
な

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
あ
ま
り
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ド
イ
ツ
人
は
皆
、
狂
気
の
人
で

し
ょ
う
。
ド
イ
ツ
は
変
だ
よ
〜
。

ペ
ン
フ
レ
ン
ド
募
集
！

　

英
語
で
文
通
し
ま
せ
ん
か
？

　

リ
ン
ド
ネ
ル
・
ロ
イ
ド(Lloyd

 Lindner)

さ
ん
。
14
歳
・
男
性
。

マ
イ
ン
ブ
ル
ク
市
在
住
。
趣
味

は
音
楽
、
朗
読
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
、
テ
ニ
ス
な
ど
。

▼
メ
ッ
セ
ー
ジ　

日
本
語
を
勉

強
し
た
い
し
、
日
本
文
化
に
興

味
が
あ
る
の
で
、
同
年
齢
の
ペ

ン
フ
レ
ン
ド
を
作
り
た
い
で
す
。

来
年
７
〜
８
月
に
日
本
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
子
ど
も
を
マ
イ
ン
ブ
ル

ク
市
に
誘
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

文
通
し
た
い
方
は
、
く
ら
し

の
支
援
課
に
は
が
き
又
は
Ｅ
メ

ー
ル（kurashi@

city.m
oriya. 

ibaraki.jp

）で
申
し
込
む
。
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北
守
谷
公
民
館
運
営
協
力
員
企
画

     

手
打
ち
そ
ば
教
室

  

家
族
の
た
め
に
手
打
ち
そ
ば
を
打
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

北
守
谷
公
民
館

　
　

親
子
手
づ
く
り
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室

   

自
分
で
作
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
！

広報もりや2005.11.10

▼ 

日
時　

12
月
18
日（
日
）午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時

▼
内
容

● 

親
子
で
作
ろ
う
冬
休
み
の
お
楽
し
み
献

立
（
午
前
９
時
30
分
〜
、
作
っ
た
も
の

は
昼
食
と
し
て
皆
さ
ん
で
食
べ
ま
す
）

● 

ち
ぎ
り
絵
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
状
づ
く

り
（
午
後
１
時
30
分
〜
）

▼
会
場　

中
央
公
民
館
２
階
調
理
室
ほ
か

▼ 

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

（
５
・
６
年
生
は
１
人
で
も
可
）

▼ 

募
集
人
数　

20
名（
保
護
者
の
方
は
１
人

で
お
願
い
し
ま
す
。
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼
講
師

　

 

料
理
…
塚つ
か
は
ら原
ヤ
エ
氏（
料
理
サ
ー
ク
ル
講
師
）

　

 

ち
ぎ
り
絵
…
島し
ま
も
と
み
ち
こ

元
通
子
氏
（
生
き
生
き

ラ
イ
フ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
）

▼
費
用　

８
０
０
円
程
度
／
人（
材
料
費
）

▼
申
込
方
法　

直
接
又
は
電
話
で
申
し
込
む

▼ 

申
込
締
切
り　

11
月
29
日（
火
）午
後
５
時

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
Ｇ　

内
線
２
７
３

〜
正
午

▼
会
場　

北
守
谷
公
民
館
調
理
室

▼ 

対
象　

御
所
ケ
丘
中
学
校
通
学
区
域
在

住
の
小
学
生
と
保
護
者
※
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
他
区
域
の
方
も
受
け
入
れ

▼ 

募
集
人
数　

15
組
（
３
年
生
以
上
は
１

人
で
も
可
、
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼ 

講
師　

加か

と

う藤
邦く

に

こ子
氏
（
生
き
生
き
ラ
イ

フ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
）

▼
費
用　

２
５
０
円
／
人
（
材
料
費
）

▼ 

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
代
（
学
年
）
・
電
話
番
号
・
教

室
名
を
記
入
の
上
、
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
り　

11
月
30
日
（
水
）
必
着

▼ 

申
込
・
問
合
先　

北
守
谷
公
民
館　

〒

　

 

３
０
２
―
０
１
０
１　

守
谷
市
板
戸
井

１
９
７
７
―
２　

☎
47
―
０
１
１
１

▼ 

日
時　

12
月
12
日（
月
）・
15
日（
木
）・

16
日
（
金
）
・
22
日
（
木
）
全
４
回　

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
会
場　

中
央
公
民
館
２
階
集
会
室

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▼
募
集
人
数　

15
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼ 

講
師　

風か

ざ

ま間
昭し
ょ
う
さ
く作
氏（
取
手
市
な
ど
で

年
間
50
回
位
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
こ

　

な
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
マ
ジ
シ
ャ
ン
）

▼
費
用　

１
０
０
０
円
程
度
（
教
材
費
）

▼
申
込
方
法　

直
接
又
は
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
り　

11
月
28
日（
月
）午
後
５
時

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
Ｇ　

内
線
２
７
４

▼ 

日
時　

12
月
３
日（
土
）午
前
９
時
30
分

〜
正
午

▼
会
場　

北
守
谷
公
民
館
調
理
室

▼ 

対
象　

御
所
ケ
丘
中
学
校
通
学
区
域
在

住
の
方
※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
他

区
域
の
方
も
受
け
入
れ

▼
募
集
人
数　

15
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼
費
用　

２
０
０
０
円
程
度
（
材
料
費
）

▼ 

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
代
・
電
話
番
号
・
教
室
名
を
記

入
の
上
、
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
り　

11
月
25
日
（
金
）
必
着

▼ 

申
込
・
問
合
先　

北
守
谷
公
民
館　

〒
３

　

 

０
２
―
０
１
０
１　

守
谷
市
板
戸
井

１
９
７
７
―
２　

☎
47
―
０
１
１
１

　

中
央
公
民
館

　
　

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

   

親
子
で
、料
理
と
ち
ぎ
り
絵
を
た
の
し
も
う
！

　

 

郷
州
公
民
館

　

 

子
ど
も
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
体
験
教
室

　　

「
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
」
と
は
、
ガ
ラ
ス
に

接
着
テ
ー
プ
付
き
の
リ
ー
ド
（
鉛
）
線
を

貼
っ
て
、
裏
か
ら
特
殊
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風
の
作
品
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
、
今
注
目
の
ク
ラ
フ
ト
で
す
。

よ
り
簡
単
で
短
時
間
に
、
か
つ
安
全
に
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
柄
の
小
物

▼ 

日
時　

12
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
予
定

▼
会
場　

郷
州
公
民
館
会
議
室

▼ 
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生（
４
年
生
以
上
）

▼
募
集
人
数　

20
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼ 

講
師　

藤ふ
じ
い井
直な
お
よ世
氏
（
生
き
生
き
ラ
イ

フ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
）

▼
費
用　

６
０
０
円
程
度
（
材
料
費
）

▼
申
込
方
法　

直
接
又
は
電
話
で
申
し
込
む

▼ 

申
込
締
切
り　

11
月
30
日（
水
）午
後
５
時

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
G　

内
線
２
７
４

▼ 

日
時　

12
月
17
日（
土
）午
前
９
時
30
分

  
中
央
公
民
館
マ
ジ
ッ
ク
教
室

   
こ
れ
で
あ
な
た
も
年
末
年
始
の
主
役
！

参
加
者
募
集
！

参
加
者
募
集
！

参
加
者
募
集
！
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●練 習 日　月３回程度、土曜日
●練習場所　高野公民館
●対　　象　小学１～６年生
●指　　導　鈴木厚子先生
●申込方法　上記の問合先へご連絡ください

もりや児童合唱団団員募集！もりや児童合唱団団員募集！もりや児童合唱団団員募集！

みんなで
楽しく
歌おう

広報もりや2005.11.10

　

幅
広
い
年
齢
層
に
人
気
の
あ

る
卓
球
。
愛
好
者
の
皆
さ
ん
、

日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
大
会

で
発
揮
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼ 

開
催
日
時　

12
月
18
日（
日
）

午
前
９
時
集
合
、
午
前
９
時

30
分
試
合
開
始

▼ 

会
場　

常
総
運
動
公
園
総
合

体
育
館

▼ 

種
目　

一
般
男
女
シ
ン
グ
ル

ス
、
シ
ニ
ア
男
女
シ
ン
グ
ル

ス（
40
歳
以
上
）
、
男
女
ダ

ブ
ル
ス

※ 

一
般
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
と
シ

ニ
ア
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
の
重

複
参
加
は
不
可

※ 

シ
ニ
ア
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
は

申
込
者
８
名
以
上
で
開
催

▼ 

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

▼
参
加
費　

８
０
０
円
／
人

　
（
当
日
徴
収
）

※
中
学
生
以
下
は
無
料

▼ 

主
催　

守
谷
市
教
育
委
員
会
、

守
谷
市
体
育
協
会
卓
球
部

▼ 

申
込
方
法　

11
月
30
日（
水
）

午
後
５
時
ま
で
に
、
直
接
又

は
電
話
で
申
し
込
む

　

冬
の
野
鳥
を
観
察
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
守
谷
市
役
所
を
出
発

し
て
、
立
沢
の
自
然
が
残
さ
れ

て
い
る
湿
地
ま
で
２
・
５
㎞
を

歩
き
観
察
し
ま
す
。

▼ 
日
時　

12
月
11
日（
日
）午
前

９
時
〜
正
午　

※
雨
天
中
止

▼ 

集
合　

市
役
所
正
面
駐
車
場
、

午
前
８
時
50
分

▼ 

観
察
場
所　

立
沢
湿
地
、
竜

沢
寺
周
辺

▼ 

持
参
品　

双
眼
鏡
、
図
鑑
な

ど
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い

▼
主
催　

守
谷
鳥
類
調
査
会

▼
後
援　

守
谷
市
教
育
委
員
会

▼
問
合
先　

守
谷
鳥
類
調
査
会

　

菅
原　

☎
48
―
３
０
２
７

　

岡
本　

☎
45
―
３
７
１
３

　
　

※
申
込
み
は
不
要
で
す

▼日　　時　12月11日（日）
　　　　　　開場：午後１時30分 開演：午後２時

▼会　　場　中央公民館ホール

▼入 場 料　無料

▼入場方法　 11月26日（土）午前10時から下記の受
付前で配布する入場整理券をご持参
ください（お子様も必要です）

◆中央公民館（100枚）◆郷州公民館（50枚）
◆高野公民館（70枚）  ◆北守谷公民館（80枚）
※ 入場整理券は、１枚につき１人の入場で、配布
は１人２枚まで

▼主　　催　守谷市文化協会

▼後　　援　守谷市教育委員会

▼問 合 先　もりや児童合唱団　吉
よしふ
府　☎48-0720

▼出　　演　もりや児童合唱団
　　　　　　 市内の小学１～６年生が、月３回程

度、土曜日に高野公民館にて楽しく
練習に励んでいます。

▼指　　揮　鈴
す ず き

木厚
あ つ こ

子　　

▼伴　　奏　藤
ふじもと
本京

きょうこ
子

▼曲　　目　合唱団歌のパレード
　　　　　　世界中の子どもたちが～星にねがいを
　　　　　　クリスマスメドレー
　　　　　　 あわてんぼうのサンタクロース～き

よしこの夜

▼特別出演　 ジュニアアンサンブルもりや（指
導：山

やまだ
田圭

けい こ
子先生）

　 ※曲目　 キラキラ星変奏曲、ヴィヴァルディ四
季より「冬」、バディネリバッハ管楽
組曲より、クリスマスメドレー

　※ 第２･４土曜日（午前９時30分～午後12時30分）
に北守谷公民館で練習している、子ども弦楽
アンサンブルサークルです。

市
民
卓
球
大
会
募
集
！

冬
の

野
鳥
観
察
会

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ　

内

線
２
７
２
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俳　

壇  　

 

（
十
月
例
会
）

名め
い
げ
つ月
が
ビ
ル
ビ
ル
ビ
ル
を
隠か
く

れ
ん
ぼ

 

田た
な
か中
政ま
さ

太た
ろ
う郎

寄よ

せ席
終お

え
て
笑わ
ら

い
の
残の
こ

る
鰯
い
わ
し
く
も雲

 

千ち

ば葉
マ
サ
子こ

大お
お
び
ん瓶
に
競き
そ

ふ
こ
と
な
し
草く
さ

の
花は
な

 

栩と
ち
や
ま山　

　

登の
ぼ
る

従じ
ゅ
う
じ
ゅ
ん
順
は
無む
よ
く欲
に
あ
ら
ず
敬け
い
ろ
う
ひ

老
日

 

中な
か
む
ら村　

信し
ん
い
ち一

尾お
な
が長
渡わ
た

る
杉す
ぎ

の
秀ほ

か
ら
秀ほ

へ
真ま
す
み
ぞ
ら

澄
空

 

西に
し
が
き垣
太た

く

ま
久
馬

夫つ
ま

と
組く

む
腕う
で

の
温ぬ
く

も
り
彼ひ
が
ん
ば
な

岸
花

 

沼ぬ
ま
じ
り尻
と
し
江え

花は
な
と
ど届
き
独ひ
と

り
ほ
の
ぼ
の
敬け
い
ろ
う
び

老
日

 

原は
ら
だ田　

春は
る
え枝

虫む
し

し
ぐ
れ
聖
し
ょ
う
と
く徳
太た
い
し子
の
耳み
み

で
聴き

く

 

平ひ
ら
お尾
礼れ

い

こ
噫
子

ビ
ル
高た
か

し
の
ぼ
る
名め
い
げ
つ月
の
瘤こ
ぶ
あ
か明
り

 

福ふ
く
だ田
一ひ

ろ

し
六
四

旅た
び

は
て
て
主し
ゆ
ふ婦
に
戻も
ど

り
し
虫む
し

の
声こ
え

 

古ふ
る
さ
わ澤　

房ふ
さ
こ子

名め
い
げ
つ月
や
忙せ
わ

し
き
俗ぞ
く
せ世
の
時と
き
わ
す忘
る

 

古ふ
る
や谷　

幸ゆ
き
こ子

薄う
す
ぐ
も雲
を
払は
ら

い
暫し
ば

し
の
小こ
も
ち
づ
き

望
月

 

堀ほ
り
う
ち内　

　

昭あ
き
ら

悠ゆ
う
き
ゅ
う
久
の
坂ば
ん
ど
う東
太た
ろ
う郎
天て
ん
た
か高
し

 

松ま
つ
う
ら浦
ゆ
き
江え

秋あ
き

の
風か
ぜ

通と
お

り
す
ぎ
ゆ
く
だ
け
の
こ
と

 

諸も
ろ
ふ
じ藤
留る

み

こ
美
子

か
ぎ
り
な
き
静し
ず

か
さ
に
あ
り
蕎そ

ば麦
の
花は
な

 

安や
す
だ田　

政ま
さ
こ子

ひ
た
す
ら
に
水み
ず

や
る
男
お
と
こ

瓢ひ
さ
ご
だ
な棚

 

山や
ま
だ田
美み

え

こ
枝
子

秋あ
き

の
夕ゆ
う

障し
ょ
う
じ子
を
染そ

め
て
早は
や

き
か
な

 

山や
ま
も
と本　

好よ
し
こ子

雨あ
め

の
萩は
ぎ

い
よ
よ
重お
も

た
し
通と
お

せ
ん
ぼ

 

青あ
お
き木　

松し
よ
う
ふ
う風

●内　容　市内在住・在勤・在学者が主体となり市内で活躍する
　　　　　アマチュア音楽団体による合奏・合唱・邦楽などの演奏
●日　時　12月４日（日）　開場：午前11時30分　開演：正午
●会　場　中央公民館ホール　☎48-6731
※入場整理券はありません。当日、お気軽にご来場ください
●主　催　もりやミュージックフェア実行委員会
●後　援　守谷市教育委員会
●問合先　もりやミュージックフェア実行委員会　伊藤　☎45-1262
●出演団体及び演奏曲目（プログラム順）

～出演団体が自主運営する手づくり音楽会～
　　　　　　皆様のご来場をお待ちしています。

団　体　名 演　奏　曲　目 団　体　名 演　奏　曲　目
１ みずき野大正琴クラブ 南国土佐を後にして ８ コールリリーズ 春を待つ二つのうた（岩河三郎編）
２ マザーグース まりと殿さま　ほか ９ 守谷混声ハーモニー むぎや　ほか
３ ウクレレ・ポロン 月の夜は　ほか 10 大正琴山ゆり会 東京の灯よいつまでも ほか
４ 守谷ふれあい太鼓 鬼神曼陀羅　ほか 11 ベルフォーレ 信じる　ほか
５ トレモロ／口琴クラブ 東京ラプソディー　ほか 12 オカリーナ風の音 モルダウ　ほか
６ 守谷ギター・アンサンブル サウンド・オブ・サイレンス 13 ウインドアンサンブル守谷 結婚行進曲（メンデルスゾーン）ほか
７ 琴三絃クラブ 小さい秋　ほか

20052005200520052005
入 場 無  料
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色々な種類の楽器、
様々なジャンルの曲、
個性豊かな演奏を
お楽しみください。



ご意見を
お寄せください！

公民館（講座・教室）

アンケート

広報もりや2005.11.10

▼電話仮予約開始　12月１日（木）受付分から

▼電話仮予約可能団体登録
● 電話仮予約をするには、事前に各公民館窓口
で電話仮予約可能団体登録が必要です
　 （12月１日以降、初めて使用申請する際に窓口
で登録受付します）
● 12月１日以降、初めて使用する団体は、初回
は窓口受付のみとなります。しかし、初めて
の使用後、継続して使用する可能性がある場
合は、希望により電話仮予約可能団体登録が
できます。窓口でおたずねください

▼聴覚障害者の方のＦＡＸ仮予約受付
　 聴覚障害者の方の場合のみ、ＦＡＸでの仮予約
を受付します。

▼電話仮予約受付時間
　 電話仮予約受付は、月曜日～金曜日（祝日・休
館日を除く）の午前９時～午後５時です。（Ｆ
ＡＸの方も同じ）

▼電話仮予約の受付日
　 電話仮予約の受付は、使用する日の２ヶ月前か
らです。（２ヶ月前の日が休館日にあたる場合
は、直後の業務日からです）

▼本申請期限　
　 仮予約をした時は、電話の日から14日後までに
公民館使用許可申請書を窓口に必ず提出し許可
を受けてください。電話仮予約受付は使用許可
ではありませんのでご注意ください。

▼注意
●中央公民館ホールの使用受付は、窓口のみです
● 電話仮予約受付は、専用電話で行います（専
用電話以外は、受付できませんのでご注意く
ださい）

● 電話仮予約専用電話の番号は、11月25日号の
広報もりや「おしらせ版」に掲載します

● キャンセルの連絡は、使わないことが決まっ
たらすぐにお願いします

● 「とりあえず」の仮予約、申請期限を守らな
い、無断キャンセルをするなどは、絶対にし
ないでください

◆ 窓口で行っている使用受付は、これまでどおり
変更ありません（仮予約がなくても受付できます）

◆ 郷州・高野・北守谷公民館では、月曜日～金曜
日の午前８時30分～午後５時に諸証明の発行を
行っています（第３月曜日及び祝日は除く）

▼問合先
※中央公民館　☎48-6731　 45-8003
※郷州公民館　☎48-6711　 46-0310
※高野公民館　☎45-5411　 20-6311
※北守谷公民館　☎47-0111　 47-0112

　これまで中央・郷州・高野・北守谷の各公民館の使用受付は窓口のみで行っていました

が、12月から登録制で電話による仮予約が可能になります。

　ご不明な点は、各公民館へおたずねください。

　現在公民館では、今

後の講座・教室等の公

民館事業計画の参考と

させていただくため

に、市民の皆さんのご

意見を伺うアンケート

を実施しています。

　中央・郷州・高野・

北守谷の各公民館窓口に用紙と回収箱がありま

すので、公民館にお立ち寄りの際は、アンケー

トにご協力いただけますようよろしくお願いし

ます。

▼実施期間　12月末まで

▼問 合 先　市役所生涯学習課公民館Ｇ

　　　　　　内線273･274
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としょかんへいこう！
◆資料の検索はホームページから（パスワード登録で予約も可能）　　　　　　　　
　パソコンhttp://www.lib.moriya.ibaraki.jp　　　携帯電話http://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp/

11月の児童テーマ棚
「 うたう 」

11・12月の休館・休室日…毎週月曜日、11/24（木）、11/30（水）、12/28（水）～12/31（土）

　パスワードの登録をすると、図書館内・公民館図書室内のOPAC（利用者用検索端末）やWeb、携
帯電話から資料の予約や貸出・予約状況の照会ができます。
  ［登録方法］
　 　中央図書館又は各公民館図書室に、「図書館利用カード」及び「本人であることが確認できるも
の（運転免許証・学生証・健康保険証など）」をお持ちになり、申請してください。
　 　なお、申請したパスワードは、その後、ご自身で自由に変更できます。ただし、「パスワードを
忘れてしまった」場合などには、改めて申請をしていただきますのでご注意ください。
  ［対象］
　　　中学生以上の方
　　　※ メールアドレスをWebから登録しておくと、ご予約いただいた資料が用意できた際の連絡方

法としてEメールが指定できるようになります。詳しくは職員までおたずねください

新しく入った本 　　　　　　　※詳しくは各館に備え付けの新着資料リストをご覧ください
書　　　　　名 著　者　名 出 版 社 所蔵館 ジャンル

足を速くするにはコツがある ―― 保健同人社 図 体育
実践ガソリン灯油取引 渡邉　勝方 丸善 図 商品先物取引
和裂でつくる私の小さな箱 弓岡　勝美 日本ヴォーグ社 中 手芸
愛するということ 小池真理子 幻冬舎 図 小説
お笑い天国！！ダジャレの神様 小野寺ぴりり紳 ポプラ社 高 ことばあそび（児童書）

所蔵館の説明　図：中央図書館　中：中央公民館　高：高野公民館　

　平成 18年１月８日（日）に中央公民館において、平成 18年守谷市成人式典を行います ｡

（受付：正午～、開式：午後 1時）

　該当される方は、ご出席ください。案内状は、平成 17年 10 月 31 日現在で住民登録のあ

る方に後日送付します ｡

　なお、学校や仕事の都合等で市外へ転出されていて出席を希望される方や 11 月１日以降

に転入された方は、お手数ですが 11月 30 日（水）までに下記へご連絡ください。

　また、あわせて当日の司会や受付など成人式の運営にご協力いただける新成人の方を募集

しています。ご協力いただける方は、下記へご連絡ください。

◆連絡先：市役所生涯学習課生涯学習G（☎ 45-1111 内線 278）

　　　　　午前８時 30分～午後５時（土・日・祝日を除く）

※昭和60年（1985年）４月２日から昭和61年（1986年）４月１日までの生年月日の方が該当になります。

ぜひ、登録してください！パスワード（暗証番号）

17



18広報もりや2005.10.10

出前サロンと子育て広場の交流会

（10／６　大柏生活改善センター）

地域の中の支え合い
　この交流会は、高齢者の方の生きがいづくりと
子育て中の方の不安や孤独解消を目的にしたもの。
　出前サロン大野及び地元の大柏老人クラブの高
齢者約 60 名と、子育てひろばおおがしわの親子
約 50 組が参加。踊りの披露や手遊び、かまどで
炊いたおこげごはんなど、昔ながらの料理を食べ
ながら交流を深めた。

第８回MIFAフェスタ2005

（10／２　国際交流研修センター）

われら地球人
　世界各国の JICA（国際協力機構）筑波国際セ
ンター研修員や、市内在住の外国人の方々との
交流を楽しむ「われら地球人」が、今年も国際
交流研修センターで開催された。
　参加者たちは、世界各国の人々と触れ合い、
お互いの文化を体験しながら、交流を深めていた。

消防ポンプ操法大会

（10／２　明星電気グラウンド）

技を競う！
　この大会は、ポンプ操作の正確性と機敏性を
競うもので、ポンプ車の部に５チーム、小型ポ
ンプの部に８チームが出場。各チームが日ごろ
の練習の成果を競い合いました。
　結果は、次のとおりです。
優勝　ポンプ車の部　　10分団（乙子地区ほか）
　　　小型ポンプの部　７分団（大柏地区）



広報もりや2005.10.1019

守谷駅前クリーンズ（10／16　守谷駅前）

守谷の玄関口を美しく
　市協働のまちづくり市民会議の方が中心となっ
て結成された「守谷駅前クリーンズ」。環境美化
や市民の健康意識向上のため、守谷駅前を市民の
手で清掃し、ポイ捨ての防止や喫煙マナーなどの
呼び掛けを行っている。
　駅前の環境美化に、皆さんもぜひご協力ください。

第18回市内行政施設見学会（10／26　市内）

行政施設を身近に…
　市民の皆さんに、普段あまり訪れることのない
行政施設などを身近に感じ、理解を深めてもらう
ため、年２回開催しているバス見学会。
　上下水道事務所や保育所、交番、消防署など
を訪れた参加者たちは、「初めて訪れたが参考に
なった」と、まちの施設に理解を深めていた。

第12回障害者福祉センター秋祭り

（10／ 29　障害者福祉センター）

みんなの希望・喜び・笑顔
　障害者福祉センターの利用者たちが、自分たち
の手で作り上げる恒例の秋祭り。
　利用者たちによる発表会やレクリエーション大
会のほか、ゲームコーナーなどたくさんのイベン
トが催され、会場を訪れた多くの方々は、秋祭り
を大いに楽しんでいた。

第９回「ようこそ守谷へ」ふれあいパーティー

（10／ 22　市役所中庭）

守谷を第２の故郷に
　このふれあいパーティーは、新しく市へ転入し
た方を対象に、守谷を第２の故郷として、早く地
元に溶け込んでもらうため、毎年開催されている。
　当日、市の紹介や地元芸能・市内中学校ブラス
バンド演奏の披露などが行われ、守谷の情報と仲
間作りの場として、会場は大いに賑

にぎ

わった。
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み ん な の ひ ろ ば

国際・全国大会出場者紹介国際・全国大会出場者紹介
第 6 0 回 国 民 体 育 大 会 秋 季 大 会

日本体育大学

藤
ふじむら

村直
なお と

人さん
（御所ケ丘５）

ボクシング競技 剣　　　　道

投
稿
ひ
ろ
ば

投
稿
ひ
ろ
ば

投
稿
ひ
ろ
ば

空　手　道

守谷高校（左から・敬称略）
塚
つかもと

本浩
こういち

一監督、坪
つぼい

井彩
あや か

香、
高
たかはし

橋恵
めぐみ

、倉
くらた

田奈
な お こ

緒子、金
かない

井若
わかば

葉

第 6 0 回 国 民 体 育 大 会 秋 季 大 会

第60回国民体育大会夏季大会

JAWA全日本
アームレスリン
グ選手権大会

サッカー競技

ハ ン ド ボ ー ル 競 技

ラグビー競技

茗渓学園高校

大
おおの

野 亮
まこと

さん
（松前台６）

沖縄大学

清
しみず

水由
ゆ か

佳さん
（御所ケ丘５）

東洋大牛久高校

前
まえだ

田郁
かお り

里さん
（薬師台４）

土浦日大高校

堀
ほりこし

越健
けん た

太さん
（土塔本町）

東アジア競技大会

伊奈高校

吉
よしだ

田 薫
かおる

さん
（野口）

一般

田
たなか

中 将
まさし

さん
（仲町）

一般

寺
てらだ

田良
りょうた

太さん
（松ケ丘５）

東海大学

吉
よしや

谷正
まさと

人さん
（乙子）

日本体育大学

地
じびき

引貴
たかし

志さん
（けやき台１）

日本体育大学

小
おがわ

川雄
ゆうや

也さん
（けやき台２）

日本体育大学

染
そめや

谷雄
ゆうき

輝さん
（向坪）

一般

村
むらた

田正
まさと

人さん
（松前台３）

セーリング競技水泳競技

日本実業団水泳競技大会

日本クラシック
音楽コンクール
ピアノ部門

全国スポーツレク
リエーション祭
トランポリン競技

日本バドミントン
ジュニアグランプリ

桐蔭学園高校

鈴
すずき

木崇
たかふみ

文さん
（けやき台３）

土浦日大高校

木
きむら

村友
とも か

香さん
（松前台７）

一般

吉
よしだ

田光
みつひろ

宏さん
（土塔新山）

茗渓学園高校

中
なかやま

山恵
けいすけ

介さん
（薬師台３）

高野小学校

櫻
さくらい

井恵
けいすけ

介さん
（向坪）

一般

月
つきおか

岡 優
ゆう

さん
（辰新田）

一般

藤
ひじまる

丸晶
しょうこ

子さん
（松前台７）

全国JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会

イトマン守谷
（左から）

又
またらい

来　薫
かおる

さん
島
しまぞえ

添紗
さ き

妃さん
三
みはら

原未
み ゆ

夕さん
三
みはら

原未
み ま

麻さん

スポーツ・文化活動を奨励します
　市では、県の代表として全国大会以上の競技

会や、全国規模以上のコンクールなどに参加す

る方に、奨励金を交付します。

　詳細は、市役所生涯学習課スポーツＧ（内線

272）まで、お問い合わせください。
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ちょっといい緑　み～つけたちょっといい緑　み～つけた

魚津市

岐阜県

石
川
県

長
野
県

新
潟
県富

山
湾

富山県

投
稿
ひ
ろ
ば

投
稿
ひ
ろ
ば

投
稿
ひ
ろ
ば

携
帯
電
話
サ
イ
ト「
モ
バ
イ
ル

も
り
や
！
」の「
投
稿
ひ
ろ
ば
」

か
ら
投
稿
し
て
ね
！

http://w
w
w
.city.m

oriya.
ibaraki.jp/i/hiroba

■
問
合
先　

市
役
所
秘
書
課　

内
線
３
２
３

広報もりや2005.11.10

　市庁舎前の駐車場に植栽されているアメリカフー。
モミジのような深い切れ込みを持った存在感のある大
きな葉は、近づく冬の落葉を前に、その最後を飾るか
のように色付きました。緑から黄色へ、そして赤へと、
そのグラデーションは見事です。
　また、芝生の上に落ちた色とりどりの葉の間から、
アメリカフーの実を見付けることができるでしょう。
実は、トゲトゲしてかわいらしく、クリスマスのリー
ス飾りになりそうです。　　　　　　　（ヴェルデ）

市庁舎前のアメリカフー

　

魚
津
市
は
、
世
界
に
誇
る
三

大
奇
観
の
蜃
気
楼
・
埋
没
林
・

ホ
タ
ル
イ
カ
で
有
名
で
す
。
歴

史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
大
正
７

年
「
米
騒
動
」
時
の
内
閣
を
総

辞
職
に
追
い
込
ん
だ
米
騒
動
の

始
ま
り
で
す
。

　

目
の
前
が
富
山
湾（
有
磯
海
）

の
後
ろ
に
は
立
山
連
峰
が
そ
び

え
立
ち
、海
の
幸
・
山
の
幸
が
故

郷
魚
津
を
支
え
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
春
】
４
〜
６
月
は
蜃
気
楼
と

ホ
タ
ル
イ
カ
の
季
節
。
山
岳
で

は
僧
ケ
岳
（
１
８
５
５
ｍ
）
に
、

編
み
笠
を
か
ぶ
っ
た
虚
無
僧
の

よ
う
な
雪
絵
が
現
れ
ま
す
。

【
夏
】
日
本
有
数
の
急
流
河
川

片
貝
川
よ
り
、
万
年
雪
を
抱
く

毛
勝
山
（
２
４
１
４
ｍ
）
の
雪

解
け
水
が
片
貝
川
に
流
れ
、
真

夏
の
水
温
10
〜
15
度
と
冷
た
く
、

魚
津
の
う
ま
い
水
の
源
で
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
勇
壮
な

「
た
て
も
ん
祭
り
（
魚
津
祭

り
）」と
、
華
麗
な
「
せ
み
込
み

蝶
六
」
の
街
な
が
し
は
、
夏
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

【
秋
】
九
月
秋
祭
り
代
表
の「
八

幡
宮
の
み
こ
し
祭
り
」。
総
勢

10
基
前
後
の
豪
華
な
み
こ
し
が

町
内
を
練
り
歩
き
、
境
内
か

ら
八
幡
宮
へ
駆
け
上
が
る
と
き
、

若
衆
の
意
気
が
燃
え
ま
す（
私

も
３
度
程
駆
け
上
が
り
ま
し
た
）。

　

10
月
初
旬
、
僧
ケ
岳
は
紅
葉

の
季
節
で
す
。
ナ
ナ
カ
マ
ド
、

カ
エ
デ
が
真
っ
赤
に
色
付
き
ま

す
。
そ
し
て
初
冠
雪
。
白
と

赤
・
黄
色
、杉
な
ど
の
緑
が
絶
妙

な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
ま
す
。

【
冬
】
魚
津
の
冬
の
思
い
出
は
、

空
は
ど
ん
よ
り
、
雪
が
多
い
イ

メ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

漁
業
だ
け
は
活
気
が
あ
り
ま
し

た
。
ブ
リ
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、

ア
マ
エ
ビ
な
ど
富
山
湾
で
獲
れ

る
か
ら
価
値
が
あ
り
ま
す
（
昔

か
ら
富
山
湾
か
ら
小
樽
に
面
し

た
海
域
で
採
れ
る
魚
が
一
番
）
。

　

魚
津
は
、
名
の
と
お
り
魚
が

お
い
し
い
で
す
。
季
節
は
10
〜

３
月
が
旬
で
す
。
北
陸
方
面
に

旅
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

慶
けいの

野清
きよお

男さん
（清水）

投
稿
ひ
ろ
ば

投
稿
ひ
ろ
ば

投
稿
ひ
ろ
ば

折
おりもと

本二
じろう

郎さん（みずき野１）

ふるさと自慢 蜃気楼の見えるまち 「富山県魚津市」
リレーインタビューリレーインタビューリレーインタビュー

うお づ し

♪
バ
ナ
ナ
の
花
咲
き
ま
し
た

♪
く
る
り
ん
ぱ

葭
よしば

葉祐
ゆうすけ

介くん
（下新田）
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守 谷 市 役 所
〒302-0198　守谷市大柏950-1

 ☎45-1111（代表）

http://www.city.moriya.ibaraki.jp

　　  発行者　守谷市長　 会 田　真 一

　　  編　集　守谷市役所総務部秘書課

11月の納期
• 国民健康保険税……………６期
• 上下水道使用料……９・10月分
• 下水道受益者負担金………３期

粗大ごみ収集日

守谷市の事故発生状況
（10月）

　　　発生件数　　41件
　　　死 者 数　　 0人
　　　負傷者数　　50人

人口と世帯数
平成17年11月1日現在

前月比

  昨年同月人口 52,740人

モバイル！ もりや

携帯電話から市の情報を入手できます
http://www.city.moriya.ibaraki.jp/i

  ◆主な内容◆
•相談窓口案内
•ポケット防災ガイド
•図書館蔵書検索
• 市内循環バス及び高
速バス時刻表
•スポーツ施設予約

２
０
０
５
年
11
月
10
日
発
行　

広
報
も
り
や
第
４
９
７
号

※
こ
の
広
報
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

 申 込 日  収 集 日
 11/14～11/18 12 / 7 
 12 /５～12 /９ 12/21
 12/19～12/22 1 / 11

世　帯
人　口
　男
　女

18,642戸
53,837人
27,198人
26,639人

（＋  68戸）
（＋144人）
（＋  63人）
（＋  81人）

12月のし尿収集日
 日 区　　　分
 1 2 5 大井沢地区
 ７ 8 9 大野地区
 12 13 14 高野、乙子、南守谷地区
 16 19 － 原、原本町、北園
 21 22 － 小山、奥山新田、奥山本田、
 26 27 － 辰新田、同地、赤法花

　

自
分
は
食
べ
過
ぎ
な
の
か
な
？

何
を
ど
れ
く
ら
い
食
べ
た
ら
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
。
食
事
の

適
量
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

　

適
正
な
食
事
の
質
と
量
を
知

っ
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
生

か
し
ま
し
ょ
う
。　

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

※
１
月
27
日
の
み
午
後
１
時
ま
で

▼ 

費
用　

１
１
５
５
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

▼
定
員　

先
着
30
名

▼ 

申
込
方
法　

11
月
24
日（
木
）

ま
で
に
、
電
話
又
は
窓
口
で

直
接
申
し
込
む

 検 診 名（内容） 対象※H18.3.31現在 受 付 時 間 定 員 料 金

超音波検診 30～40・42・44・46・48・ 13：00～13：15  
1,600円

 
（超音波及び視触診） 50・52・54・56歳 13：45～14：00 

60名
  

マンモグラフィー検診 41・43・45・47・49・51・ 
13：00～13：15

  
1,600円

 
（Ｘ線及び視触診） 53・55歳  

45名
 

マンモグラフィー検診 
57・59・61・63・65歳 14：00～14：15

   
 800円

（Ｘ線）   
45名
  

　

年
齢
に
よ
り
検
診
の
種
類
が
、

ま
た
検
診
の
種
類
に
よ
り
受
付

時
間
が
異
な
り
ま
す
。
な
お
、

年
齢
は
平
成
18
年
３
月
31
日
現

在
で
す
。

▼ 

検
診
日　

12
月
19
日（
月
）〜

20
日
（
火
）

※ 

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診（
X

線
）は
、
21
日（
水
）も
実
施

▼ 

申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
確

認
の
上
、
11
月
24
日（
木
）ま

で
に
、
電
話
又
は
直
接
窓
口

で
申
し
込
む

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※ 

受
診
決
定
通
知
は
、
12
月
５

日
以
降
発
送
予
定

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
48
―
６
０
０
０

乳
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

※定員超過の場合抽選　　※料金は検診日当日に徴収

期　日 内　　　　　容
12／１（木） あなたにとっての健康って何？
12／15（木） 自分の適量を知ろう①
１／12（木） 自分の適量を知ろう②
１／20（金） 自分の適量を知ろう③
１／27（金） ヘルシー料理の調理実習
２／９（木） 講演「活動と食事について」
２／16（木） 今日から自分ができることを考えよう

開 催

●会場・申込・問合先
保健センター　☎48-6000
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